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　皆様、お元気でお過ごしでしょうか？また、同窓会総会の季節がや
って参りました。2026年度も同窓会の事をよろしくお願い致します。
　センターも大変厳しい状況であると推察致しますが、同窓会に対す
る、以前と変らぬ暖かいご配慮、ご支援に対しまして、幹事一同、心
より感謝いたしております。
　昨年の総会では「日肢協・療育センター OBクラブ」の総会と日程が
合わず、「合同懇親会」を開催する事が叶いませんでしたが、今年は同
じ日程ですので、２年振りに「合同懇親会」を開催する事となりますので、どうぞご
期待下さいます様に！
　では、６月21日の同窓会総会で、幹事一同、首を長くしてお待ちしております！

　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　

　皆様にお知らせしなくてはならない事がございます。私も長年にわたり幹事や会長
を務めて参りましたが、2025年度をもちまして退任させて戴く事となりました。
　2026年度からは「一人の同窓会会員」として、陰ながら同窓会をお支えして参りま
すので、どうかよろしくお願い致します。長い間ありがとうございました。

６月21日の同窓会総会でお逢いしましょう ! ! 
OBクラブとの「合同懇親会」も開催されます！ 会長　岩井　叡覧

《2026年度同窓会総会ご案内》
　日　時：2026年６月21日（日）11時〜15時
　会　場：心身障害児総合医療療育センター　本館３階「大会議室」
　「総会」（11時〜12時15分）のみに参加の方は、会費300円（総会資料、会場費など）。
　「懇親会」（12時30分〜15時）まで参加の方は、会費2,000円（昼食、飲み物など）。
　当日、『同窓会会費』についても受け付けていますので、どうぞよろしくお願いします。
　問合せ先：佐々木卓司（事務局　Tel：080-3343-9765）
　書面表決のお願い：当日総会に参加できない正会員・賛助会員の皆様は、第１号議案、第
２号議案、第３号議案に対する賛否を、同封の「返信葉書」の書面表決欄に必要事項を記入
するか、委任状で委任をするかによって、「意志表示」をお願いします。
　なお、返信葉書は「５月10日まで」にポストにご投函下さい。
　【お願い】   日曜日の開催ですので、正面玄関からは入館出来ません。本館右側の入口のイ
ンターフォンで「同窓会の者です」と告げて、鍵を開けてもらって入館してください。
　●万が一の「総会中止の可能性」もございます。総会に参加を予定されている方は、返信
葉書に必ず「日中に連絡のつく電話番号」をご記入下さい。
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　事務局　2025年度同窓会総会は６月15日（日）に、今
回もセンター３階大会議室での開催となりました。今
回はOBクラブとは開催日が合わなかった為、合同記念
撮影は出来ませんでしたが、今回からセンター大会議
室での飲食が出来るようになりましたので、総会の後
の懇親会にお弁当と飲み物の用意をいたしました。ま
た、恒石さんの紹介でヴァイオリニストの杉田瑞月さ
んが来て下さり、素敵なヴァイオリンの演奏を聴くこ
とが出来、楽しい懇親会となりました。一方、副会長だ
った谷内澄幸さんが突然逝去され、谷内せつ子さんも
幹事を退かれました。また、山本雅常さんも体調を悪
くされ、幹事を退かれる事になりました。しかし、以
前から担当されている「同窓会ホームページ」に関し
ては、協力幹事としてこれからも運営して下さいます。
現在の会員数は、正会員149名、賛助会員70名です。
　企画部　2025年度の企画部の活動は、「旅行」、「オー
タムフェスティバル」、久しぶりの「新春の集い」の開
催と、３つの企画を実施する事ができました。「旅行」
は９月27日（土）、28日（日）に、バスを使わない都内
での宿泊と懇親会のみのイベントという形で、今回も
実施しました。昨年同様、ホテルは戸山サンライズで
す。宴会のテーマは「昭和を振り返る」と題して、昭
和の想い出の品を持ち寄り、楽しいひと時を過ごしま
した。10月18日（土）には、センター主催のオータム
フェスティバルに参加し、スマートボールとボーリン
グを担当して、子供たちに楽しんでもらいました。そ
して今年度からセンターでの飲食が可能となりました
ので、年が明けた2026年２月１日（日）に、久しぶり
に飲食ありの「新春の集い」を開催することが出来ま
した。参加人数は16名と少なかったのですが、皆で近
況を報告し合い、歌声喫茶の復活よろしく、懐かしい
歌を歌ったりして、楽しい会となりました。
　情宣部　2024年度は、『ばんび小屋だより』を、132
号から134号まで、３号発行することが出来ました。同
窓会会報は様々な理由のために会の行事に参加出来な
い会員の方々への大切な発信手段です。2026年度もそ
のことを常に意識しつつ、皆さまに充実した会報をお
届けする為、ますます頑張ります。この１年間、会報
にご寄稿くださった皆様方に、この場をお借りしまし
て、厚く御礼申し上げます。

2025年度活動報告 2026年度活動方針案
　事務局　2026年度の幹事会につきましては、昨年同
様、毎月の幹事会はLINEを活用しての意見交換を基本
とし、会報を発行する時にだけセンターに集まり、多
目的棟の部屋をお借りして、会報発送作業を行う事と
します。会の運営に当たっている幹事が、2025年度３
名も退かれ、現在６名体制です。今年の総会で新しく
幹事を引き受けてくださる方が出ることを期待してい
ます。いずれにしても会員の皆様も高齢となり、今後
の会の運営が難しくなる事が予測されます。そこで今
年の総会では、役員改選の年でもありますので、今後
の会の方向などについて、会員の皆様の率直なご意見
を伺いたいと願っています。2026年度の総会は６月21
日（日）にセンター３階大会議室で、午前11時からの
開催です。今回も総会の後は、お弁当と飲み物を用意
して合同懇親会を行います。
　企画部　2026年度はセンターでの飲食が出来るよ
うになったので、「旅行」、「オータムフェスティバル」、

「新春の集い」の３つのイベントが、全部実施出来ます。
「旅行」については、今年も昨年と同じように、戸山サ
ンライズでの宿泊と宴会とし、９月19日〜20日（土、
日）に実施する方向で準備をしています。年が明けた
2027年１月30日（土）には、「新春の集い」をセンタ
ー３階大会議室で実施する予定です。ご期待ください。
　情宣部　2026年度は、『ばんび小屋だより』を、135
号から137号まで３号発行する予定です。現段階では
６月に『総会』、９月に『旅行 in TOKYO』、来年１月に

『新春の集い』を開催する予定ですので、また以前の様
に「楽しい行事の報告」を皆様にお届け出来る様、努
力致します。同窓会会報は、様々な理由のために会の
行事に参加出来ない会員の方々への、大切な発信手段
です。そのことを常に意識しつつ、皆さまに充実した会
報をお届けする為、ますます頑張ります。情宣部より
の原稿依頼がありましたら、是非ご快諾ください。皆
様からの積極的な投稿なども、お願い致します。

第１号議案

役員の改選
　現在の役員：岩井叡覧、大小島健、佐々木卓司、谷内澄幸（2025年３月にご逝去。）、谷内せつ子、恒
石浩志、村上祥子、山本雅常。監査：田村惠一。（敬称略）
　＊山本雅常は次期は協力幹事として「HP」を担当。新しい協力幹事として、伊藤奈緒美が就任。
　＊岩井叡覧と谷内せつ子は今期で退任。他の役員は、次期（2026年４月からの２年間）も留任します。

第３号議案
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第２号議案

上記の通り報告いたします。

　2026年３月31日　会　　計　佐々木卓司　
　　　　
上記出納ならびに関係書類精査の結果、相違ありません。

　2026年３月31日　会計監査　田村　惠一　

決 算 収 支 内 訳 明 細

	 2026年3月31日付残高	 　　　　2025年度決算
	 現　　金	 171,982
	 郵便貯金	 163,869	   2025年度　411,973　
	 銀行預金	 76,122	   決　     算
	 合　　計	 411,973

次年度繰越金内訳（単位：円）

整肢療護園同窓会　2025年度決算報告および2026年度予算案
（2025年度：自2025年4月1日〜至2026年3月31日）

収　入　の　部
会費　60名の方から会費納入がありました。
援助金　センターから、15万円の援助金を戴けました。
寄付　６名の方から、合計76,000円のご寄付を頂きました。
雑収入　総会、旅行、新春の集い、それぞれの収支残金
を計上しました。

支　出　の　部
企画部活動費　総会、新春の集い、旅行に、それぞれ１万円の
開催援助金を支出しました。2,040円は、オータムフェスティバ
ルに使う景品をセンターに送った時の宅急便代です。
会報発行費・発送費　通常号３回の発行費用・発送費用です。
事務消耗品費　会報発送用の角３封筒、プリンターのインク代、
コピー代などに支出しました。
事務通信費　センターへの書類送付、会報編集のための原稿郵
送などの通信費です。
SSK関連経費　SSKの「年会費」と、会報発行の際のSSKへの「分
担金」です。
幹事会運営費　年３回、会報発送作業の際の交通費。
ネット運営費　根の上ネットの年間使用料です。
銀行振込手数料　会報印刷代金の送金手数料です。
活動諸経費　新たに作った勘定科目です。同窓会備品の台車な
どの支払いを計上しました。

収　入　の　部
会費　来年度は多くの方からの会費納入がある
ことを願って、90名の金額計上としました。
援助金　センターからの援助金です。

支　出　の　部
企画部活動費　総会、旅行、オータムフェステ
ィバル、新春の集いの経費補助です。
会報発行費・発送費　会報を年３回の発行の予
定ですが、物価値上がりの状況から増額計上し
ました。
事務消耗品費　プリンタインク、封筒代、事務
用品等。
事務通信費　原稿依頼、領収書発送、写真送付
等の通信費。
幹事会運営費、SSK関連費、渉外費　いずれも
昨年同様としました。
ネット運営費、振込手数料　値上がりを見越し
て増額計上しました。
活動諸経費　今回新たに設けた支出項目に、
20,000円を計上しました。

予 算 案 収 支 内 訳 明 細

　　　　　　　　　　　収入の部（単位：円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出の部（単位：円）
	 科　　目	 2025年度予算	 2025年度決算	 2026年度予算案	 科　　目	 2025年度予算	 2025年度決算	 2026年度予算案
	 前年度繰越金	 534,251	 534,251	 411,973	 企画部活動費	 30,000	 32,040	 40,000
	 会　　　費	 120,000	 148,000	 180,000	 会報発行費	 330,000	 300,000	 360,000
	 援　助　金	 150,000	 150,000	 150,000	 会報発送費	 20,000	 17,793	 25,000
	 寄　　　付		  72,000		  事務消耗品費	 30,000	 38,194	 40,000
	 雑　収　入		  10,247		  事務通信費	 30,000	 22,748	 30,000
	 銀行預金利息		  105		  幹事会運営費	 40,000	 40,000	 40,000
	 郵便貯金利子		  199		  SSK関連経費	 10,000	 10,000	 10,000
					     渉　外　費	 10,000	 5,000	 10,000
					     ネット運営費	 25,000	 27,214	 30,000
					     銀行振込手数料	 3,000	 2,640	 4,000
					     活動諸経費	 0	 7,200	 20,000
					     予　備　費	 276,251		  132,973
					     　
					     次年度繰越金		  411,973
	 　収入合計	 804,251	 914,802	 741,973	 　支出合計	 804,251	 914,802	 741,973

佐
々
木

田
村



──　　──4

1977年12月3日第三種郵便物認可（毎月18回1、2､3､5､6､7の日発行）2026年4月17日発行　SSKP通巻第8954号　ばんび小屋だより135号

同窓会会報の年３回発行を続けるために
同窓会年会費2,000円の納入のお願いです

会計担当：佐々木卓司
　1956年12月に、当時の園児と職員によって創立された整肢療護園同窓会も、ついに創立
70年を迎える事になります。ここまで長く同窓会の活動が続いているのは、毎年会報が発
行され、それをいつも楽しみに待っていて下さる、会員の皆様のおかげです。
　ところが、周りに目をやると、戦後すぐに出来た関西の身障友の会「まごころ」も、昨年
閉会となりました。また、千葉県が支えてきた「千葉身障福祉会」も今年の３月で、70年
の歴史に幕を閉じるようです。戦後発足した、多くの障害者団体も、時代の流れの中で存続
が難しくなっています。
　そんな時代にも私たちの整肢療護園同窓会は、年３回の素敵な会報が発行されています。
これは情宣部の恒石さんが頑張ってくれているおかげです。皆さんからの貴重な原稿を頂く
ために苦労をしていますが、必死で年３回、会報を発行し続けてくれています。
　ところで、この会報を年３回発行するためには、印刷代、発送経費など、総額１年に35
万円かかります。療育センターも同窓会への援助金として１年間に15万円もの資金援助を
続けて下さっていますが、これを全額会報発行のために使っても、会報の印刷代の１回分強
程度にしかなりません。後の２回分は会員の皆様からの会費収入が頼りです。しかし、現状
をお伝えすると、皆様からの会費納入が年々減少していて、2023年度は79名の方からの納
入額は158,000円にとどまっています。これは「正会員」、「賛助会員」合わせて237名の、

「僅か33％」に過ぎません。
　車椅子でも楽しめるリフトバスによる旅行も、費用の高騰と、参加者不足から実施出来な
くなってしまった今、整肢療護園同窓会が存続出来ているのは、この会報が発行され続けて
いるからに他なりません。この会報を手にする時、会員の皆様が互いに繋がっている事を、
きっと実感されているのではないでしょうか。
　今回、改めて会計からのお願いです。これからも整肢療護園同窓会会報が皆様のお手元に
届くために、１年に１回の会費納入としての2,000円を、是非共お送り下さい。今回「郵便
振替用紙」を同封致しますので、それを使って送って頂きたく、よろしくお願い致します。
　整肢療護園同窓会の会費は、過去の未払い分を徴収する事は決してありません。あくまで
単年度毎の決算ですので、「１年にたった１度の、2,000円だけ」で結構です。
　郵便局の郵便振替以外に、三菱UFJ銀行への送金も可能です。また、郵便局まで行くこと
が出来ない場合は、ご自身での手続きが必要ですが、三菱UFJ銀行の「ネットバンキング」
や郵貯銀行の「郵貯ダイレクト」による送金も可能です。最も便利な点は、「24時間、365
日、パソコンやスマートフォンを使って、ご自宅で振込みをする事が可能な事」です。しか
も、振込み手数料は、基本的に月に５回まで無料です。
　三菱UFJ銀行インターネットバンキングヘルプデスクは、0120-543-555。郵貯ダイレクト
の問合せは、0120-992-504です。是非、ご相談ください。
　郵便振替、および三菱UFJ銀行への送金方法は、会報の最終ページに掲載していますので、
ご覧ください。「皆様のご協力」を、何卒よろしくお願い申し上げます！



園児は、更生棟の訓練と
の関係もあり、二部授業
のような時間を区切って
学習しておりました。教
員は病床児らの指導もさ
れたりと、一日中フル活
動の日々でした。園の行
事で「互励会」が毎年開催されますが、この
時の吉田先生の学級の劇の発表は見事で、背
景の音響効果（レコードで演奏曲を流すなど）
と共に、視聴者を夢中にさせる内容でした。大
部屋の理学療法室で園児はむろん、保母さん、
児童指導員、園の職員、母子室の保護者も見
えておりました。「学習棟」が完成してからは、
夜間の見守りに舎監として無給でご奉仕され
て、「学習棟」を守られた事は忘れられません。
その後、大学附属の養護学校長として橋本重
治教授が赴任され、暫くして研究授業があり
ましたが、吉田先生は小学部低学年の園児を
指導され、その時の園児はのびのびと活動し
て好評でした。教室での明快な話し言葉は、園
児や参観者をリラックスさせました。
　吉田先生はスポーツマンで、余暇に職員ら
と同好のよしみで、野球を療護園下のグラン
ドで興じておりました。石川先生も同様でし
た。服部さん、高山さん、大野さんなど、試
合終了後に療護園の中庭で懇談している姿を
思い出します。
　吉田先生はその後、通学部の校舎が療護園
近くに設立されて、教頭職として入園部・通学
部と、学校経営の中核を担っておられました。
かつて児童指導員として赴任された、筑波大
学の大野教授が校長職で来られたとき、通学
部に高等部が開設され、公開授業と研究発表
が毎年行われる、充実した教育機関でした。
　長年のご奉仕に叙勲の栄誉に預かり、職員
の方々から祝福をいただいております。
　2025年３月19日心不全の為永眠（享年92）。
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　　　故吉田春美さんを追悼する 青柳　勝久
追悼

　2025年12月28日、情宣部よりのメールで、
吉田春美様（写真右）のご逝去を教えられ、驚
きと同時に、健康だった在りし日のお姿が思い
浮かび、言葉が一瞬出なかった状況です。改め
て、故人のご逝去を偲び、追悼の誠を捧げます。
　吉田先生とは、「療護園の思い出」にある通
り、同時に就職した『同期の桜』です。爽やか
な笑顔が今でも私の心に焼き付いており、忘
れられません。その時の仲間は、ご存知の森知
子（後の梶浦）先生、音楽の原先生を入れて４
名の新人で、すでに石川昌次先生は、療護園の
教育部門を高木園長先生の信頼に応えて担当
されており、教頭職のような立場で、私たち
は面接を受けました。その時、同時に事務部
門の本間事務長にも面接を受けましたが、採
用の知らせは石川昌次先生（後の「都立光明
養護学校長」）からでした。
　吉田春美先生（以下、吉田先生）は、当時の
教育部門が「東京教育大学附属小学校肢体不
自由学級」の認可を受け、大学の教員定数によ
り文部教官（国立大学の教員は、文部教官とし
て呼称）の辞令をいただいております。４月の
新年度発足時は、唯一の正規教諭として、園児
の指導に専念されました。この年の秋頃に、森
先生も正規教諭になりました。ですから小学
部高学年を担任された吉田先生は、熱意ある
指導でどの園児にも分け隔てなく、手取り足
取り丁寧に教えられました。窓越しに漏れる
園児の明るい声が、廊下を歩く時に聞き取れ
ました。玄関を入って廊下を境に左側の南向
かいの部屋が教室で、居室から園児たちが長
い渡り廊下を歩く姿が目に浮かびます。杖や
アパラート・補装具、ウオーカーで上半身をよ
りかけて足を蹴って通う子、車椅子で登校す
る子など、居室の職員と明るい笑顔で登校す
る日課が焼き付いております。吉田先生はど
の園児にも呼び掛けて、教室のドアを開けて
受け入れておりました。限られた教室のため、
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『山の子の会』は私にとって “私の療護園” そのもの。
私の支えであり、誇りであり、心のふるさとである。

田村　和子

　1968年４月、私が26歳の時に整肢療護園
に保母として入職して、初めて受け持ったの
が「15号室」（Ⅱ病棟２階の「職能棟」の下
にあって、保母の部屋と離れていた）でし
た。その時の12名（小学３年生から中学３年
生）の女の子達が『山の子の会』の初期メン
バーです。私はもう大人だったけれど、妙に
その女の子達と気が合ってしまって、「仕事
以外の時も一緒にいたい！」と思って、入り
浸っていたのね。みんなでお喋りをしたり、
歌を歌ったりして、楽しんでいたのね。そう
したら、上司に「仕事以外の時は来るな！」
なんて怒られてしまったのね。
　誰かに教えて貰ったのだけど、実はその当
時「山の子の歌」という曲（写真下）が既に
あって、みんなで良く歌っていたのね。それ
で「私達の会の名前は『山の子の会』にしよ
う！」となって、本当の歌詞は３番までしか
なかったのに、みんなで考えて６番まで作っ
てしまって、「15号室の歌」として、しょっ
ちゅう歌っていたのね。
　その年は私が担当だったけれど、翌年、私
は別の部屋の担当になってしまって（担当は
毎年変わるので）、別の保母さんが15号室の
担当になったけれど、その保母さんも、新し

く15号室に入った女の子
達も、『山の子の会』に入っ
てくれたのね。退園した女
の子達もいて、「みんなでま
た会いたいね！」という事
で、1969年の夏に、新しく
出来た「保育室」を借りて、
15号室にいた園児と、退園した元園児も含
めて、第１回の『山の子の会』の集まりをや
ったのね。それから後も、毎年、退園した女
の子だけでなく保護者の方も一緒に、本当に
遠くからも参加して下さって、１年に１度、
夏に『山の子の会』の集まりを開催し続けた
の。退園した女の子達も神奈川県や新潟県か
らも来てくれて。私の家で開催した事もあっ
たし、整肢療護園の近くの「茂呂山公園」に
集まった事もあったわね。

「山の子のうた」の楽譜。

山の子の歌（作詞・作曲　坂下茂巳）
１．歌声が　あの小道に　ひびけば
　　あの森かげ　あの谷間　山びこの歌
　　山の子は　山の子は　歌が好きだよ
２．雨が降り　てるてる坊主が　泣いても
　　私達は　泣かないで　山を見つめる
　　山の子は　山の子は　みんな強いよ
３．雲が去り　青い美空が　見られりゃ
　　歌いましょう　山鳩の　姉と妹
　　山の子は　山の子は　みんな仲良し
４．陽がのぼり　お山に　朝が来た時ぁ
　　山は小鳥の　大合唱　山の一日
　　山の子は　山の子は　みんな元気だよ
５．療護園の　15号室　はなれても
　　思い出は　離さずに　うたをうたおう
　　山の子は　山の子は　みんなすこやか
６．いつまでも　あの頃の夢を　忘れずに
　　私達は　生きるんだ　明日も明るく
　　山の子は　山の子は　いつもほがらか
　（４〜６番は『山の子の会』のオリジナル。）
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　堂谷さんという子は鎌倉出身だったので、
「今年は鎌倉の堂谷さんの家に集まりましょ
う！」なんて鎌倉で集まったり、伊藤奈緒美
さんの家でも集まったりもしたわね。1976
年の７月には、古い「養成棟」を借りて、一
泊で泊まったりもしたわね（写真上）。私も
その時には子供が生まれていて、女の子達の
お母さん達と協力して、食事を作ったりした
のね。新宿御苑で集まった事もあるし、箱根
にみんなで一泊旅行に行った事もあるわね。
箱根では、大涌谷の真上でロープウェイが
10分以上も止まってしまって、もう死ぬの
を覚悟したりしてね。
　年月が過ぎると、みんな恋愛をしたり結婚
をする様になったりして、結婚式とは別に、

『山の子の会独自の御祝い会』も開催してき
たの。他にも、桜井敬子さんがやっていた

『また会おう会』という、男の子だけの集ま
りもあって、その会から新井武司君や吉田和
男君も、『山の子の会』に参加してくれる様
になって。その内、毎回参加する様になった
のね。二人とも『山の子の会』にとても協力
的で、新井武司君の実家は酒屋さんなので、

『山の子の会』に良く、飲み物を差し入れて
くれたのね。
　『山の子の会』の集まりは30年間続けてき
たけど、退会とかはないのね。ただ、残念だ
けど、亡くなった人は３人いるの。最初に亡
くなったのは、田中千文ちゃんだったわね。

『山の子の会だより』も作って、みんなに送
っていたのね。私は1999年３月末で退職す
る事を決めていたので、『山の子の会』とし
ての最後の集まりを、療護園でやりたいと
思って。外来の薬局前のスペースを借りて、
1998年の10月10日の土曜日に、みんなで集
まったのね（和子さんは56歳）。
　その後、2002年に私が還暦になる年の10
月13日に、子供達が「やろう！やろう！」っ
て言って、『山の子の会』を、池袋の東武百貨
店の14階にある『東武バンケットホール』を
借り切って、「私の還暦」をお祝いして下さっ
たのね。私も、淑江ちゃんと渉子さんの手作
りの「真っ赤なジャケットと帽子」を被って、
お祝いをして貰いました。参加者は総勢29名
で、元婦長の高山初枝さん、元保母の阿部栄
子さん、岡田文子さん、幸田渉子さんも参加
して下さいました。この集まりが『山の子の
会』の、本当の「最後の集まり」でした。
　今になって感じる事は、「『私の療護園での
歴史』を、この人達が作ってくれたのだなー」
という事ですね。いまだに年賀状などはやり
取りしているけれど、私が新たに企画しない
限り、またみんなで会う事はないかも知れな
いのね。私ももう80代、元園児達だって、退
園して60年。もうみんな70代ですものね。

1976年の『山の子の会』の集まり。右端が和子さん。

感　謝　状
田村和子殿

　あなたは、はじめて出会った白衣
姿の日から、今日まで、永年にわた
り、山の子に情熱をそそいで下さい
ました。ここに、私たち山の子の瞳
と声を集めて、感謝状と記念品を贈
ります。
　本当にありがとうございました。
　　　　　　平成14年10月13日
　　　　　　山の子一同
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　『元15号室の担当保母』としては、「みん
なに、健康で、元気で、長生きをして欲しい
なー！」と、心の底から願っています。
　【後日談】　『山の子の会』のメンバーの今
井典子さんが、2004年10月23日の新潟中越
地震で被災された事を知った田村和子さん
は、他のメンバーに手紙を出して「お見舞い
金」を送る提案をされ、集まった「お見舞い
金」を今井さんに送金されたそうです。
　『山の子の会』のメンバーのお名前をご紹
介します。安島法子さん、有賀俊子さん、伊

藤奈緒美さん、今井典子さん、今井みどりさ
ん、浦雅子さん、幸田三千代さん、榊原田
鶴子さん、島影喜代美さん、瀬下文子さん、
高平セツ子さん、田中千文さん、堂谷妙子さ
ん、橋上淑江さん、古谷則子さん、牧野真さ
ん、村松奈美さん、元井千恵さん。
　田村和子さんのお話を聞いて、「もう２度
と『山の子の会』の集まりは開かれなくても、
田村和子さんを含めた、メンバー達の「心」
は繋がっているのだなー」と、感じました。

（インタビュー・構成：恒石浩志）

　山崎裕康さんは1943年７月１日、東京都
豊島区池袋で生まれました。結核に感染して

『脊椎カリエス』になったのは、小学校に上
がる前で、その頃の日本では、そこら中に結
核患者がいたそうです。お金がある人は「結
核の療養所」等に入ることが出来たのでしょ
うが、貧乏な家の子供はお金がないから、そ
んな療養所には入れなかった。山崎さんの親
父さんは鋳物職人だったから、あっちこっち
の鋳物屋を、転々としていたそうです。
　池袋駅北口の六又交差点の近くで鋳物屋
をやっていた、安西さんというお爺さんがと
ても顔が広くて、そのお爺さんが色々な手配
をしてくれて、山崎さんが整肢療護園に入れ
る事になったそうです。同時に、安西さんは
山崎さんの親父さんに「出来るだけ早く『身
体障害者手帳』を作る様に！」と、強く勧め
てくれたそうです。山崎さんの身体障害者手
帳の番号は、「東京2150番」と、信じられな
い位数字が小さいのです（因みに、私の番号
は、「東京113789番」です）。手帳には「脊
椎カリエス、脊髄炎による機能損傷」との記
載がありました。山崎さんによると、「この手
帳の元になる医師の『診断書』は、安西の爺

さんが池袋の医者を脅して
書かせたんだよ」と、笑い
ながら話してくれました。
安西さんは、まだ子供の山
崎さんに、「お前が大きくな
った時に、この手帳は必ず
役に立つから、大事にしろ
よ！」と言ってく下さったそうです。
　山崎さんが整肢療護園に入園したのは、
1954年。退園したのは1958年とのこと。園
での生活の思い出は、『ストレプトマイシン』
の注射をすると、みんな気持ちが悪くなった
事。マッサージをしてもらうと、山崎さんは
気持ちが悪くなったそうで、断ったとの思い
出を話してくれました。当時、児童指導員だ
った福井和夫先生は、園児に色々なアダ名を
つけるのがとても得意で、『ロボット』とか

『ポパイ』（力が強かった園児へのアダ名）と
か『チョロ』（これは山崎さんのアダ名）と
か付けていたそうです。園に天体望遠鏡を寄
付してくれた人がいて、青柳先生と一緒に、

『太陽の黒点』を見たという思い出も話して
くれました。山崎さんは「園では一応、教室
に通って授業は受けたけど、殆ど勉強はしな

30年間に、本当に色々な船の模型を作ったよ！
1,000隻位は作っているのじゃないかな？

山崎　裕康
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かったなー。卒業式に貰った卒業証書に『桐
のマークの透かしが入っていた』（教育大学
附属桐が丘養護学校だったから）のは良く覚
えているよ」なんて、話してくれました。
　15歳になる年に整肢療護園を退園して、地
元の中学校へ２年遅れで入学。家へ帰った
ら、当時、家には妹や弟もいて、４畳半に７
人で住んでいて、山崎さんは毎晩、布団を出
して空いた押入れで、寝ていたそうです。
　1961年３月、17歳で中学校を卒業して、『東
京金属アーガスカメラ』という会社（アメリ
カのミシガン州発祥のカメラ製造会社の下請
け）に入社して、部品検査の部署で勤務する
事に。しかし３年後、会社が敢え無く倒産！
山崎さんによると「従業員が組合を組織して
赤旗を振ったりしたので、アメリカの親会社
に嫌われたのではないかな？」との事でした。
　その後、1964年に板橋区小豆沢にあった

『東京光学（トプコン）』という会社に入社。
その年に大卒の課長が55歳で定年になり、そ
の退職金が400万円だという事を聞いて絶
望。「やってられないなぁ。大卒で定年まで
働いて400万円なら、中卒の俺なんて、一体
幾ら貰えるのだろう？」と、とても自分の将
来が不安になったそうです。
　東京光学に入社してから３か月目、家のす
ぐ裏手に、造船所の船の模型等を製作してい
る『不二美術模型』という会社があって、山
崎さんも模型に興味があったので、会社から
帰った後、よく遊びに行ったりしていたそう
です。そうしたら「上がって見ていかない
か？」と誘われて、彼らの仕事の様子を見て
いたのだとか。山崎さんも内心「面白そうだ
な、自分にも出来そうな仕事だな」なんて思
っていたそうです。
　ある日曜日に、朝からずーっとその会社に
行っていたら、社長が「今の会社では給料
を幾ら貰っているんだ？」と聞かれたので

「8,000円です」と正直に答えたら、「その３

倍の給料を出すから、ウチで働かないか？仕
事が出来る様になったら、幾らでも給料は上
げてやるぞ！」というので、ついつい「じゃ
あ、お願いします」と言ったら、寿司屋か
ら凄く大きな寿司桶を出前で取ってくれて、

「食べ物に釣られて入ったみたいになってし
まって」、なんて話してくれました。
　以前の会社は電車とバスを乗り継いで通
っていたけど、何しろ家の裏手に会社がある
ので、通勤は本当に楽になったな。その代わ
り、拘束時間は半端じゃなかったよ。朝８時
に会社に行って、帰宅するのは毎日「午前様」
だった。でも「職人」だから、しょうがない
よ。社長はやってもやっても終わらない位、
仕事を取って来るんだからよ。
　本当に、色々な船の模型を作ったよ。1,000
隻位は作っているんじゃないかな。大きな客
船だと、１か月位はかかるな。もっとも、毎
日朝８時から深夜２時、３時まで働いての１
か月間だから、普通の会社員の「２倍以上の
時間数」は働いているよな。
　想い出深いのは『日本丸』（写真下）という
帆船の練習船の模型かな。本物を作る前に設
計図に忠実な「50分の１の模型」を作って、
色々な不具合を探すみたい。『日本丸』の模
型では、マストを固定するワイヤーの位置で
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新しい発見があったそうで、お客さんから、
とても感謝されたんだよ。
　22歳で入社して約30年、毎日深夜まで模
型を作っていたら、50歳を超えた頃に両肩が
耐えられない程痛くなって、整肢療護園の坂
口先生に診察をして貰ったんだ。神経ブロッ
ク注射を何本も打って貰ったけど、結局は根
本的には治らなくて、坂口先生からも「山崎
君、もう仕事は無理だよ。今仕事を辞めない
と、君の身体は決して元には戻らないぞ！こ
れ以上無理をしない方がいいよ」と諭されて、
52歳の時に仕事を辞める事を決めたんだ。翌
月、不二美術模型の社長に「もうやっていら
れないので、俺は辞めますから！」と伝えた
ら、他の社員も次々と「俺たちも辞めます！」
と言い出して、社員が全員辞めてしまったん
だよ。それで俺に「俺たちは、新しい模型の
会社を設立するから、会社の立ち上げまでは
手伝ってくださいよ！」と頼まれて、「でも、
もう俺は、仕事は出来ないよ」と断った上で、
新しい会社の立ち上げまでは手伝ったんだ。
　それからは全く働いていないんだ。今年
で、八重ちゃんと結婚してちょうど40年。俺
が1995年に「会社を辞めるよ」と伝えたら、

「父ちゃんは職人だから定年はないから、ず
っと働いてくれるだろうと思っていたけど、
でも父ちゃんが身体を壊したら元も子もな
いから、いいんじゃないかと思う」と言って

くれたんだ。
　不二美術模型を退職した後、『帆船クラブ』
という、船の模型のキットを作ったりしてい
る人達と知り合いになって、そのクラブの会
長さんから「山崎さん、あなたは何十年も仕
事で船の模型を作っているのだから、是非、
我々をコーチしてよ！」と頼まれて、結構長
くお付き合いする事になったんだ。『マイシ
ップクラブ』という団体は世界中にクラブが
あって、台湾やベトナムの『マイシップクラ
ブ』の人達とも、あちらの国に行って交流を
したな。俺の渡航費用は全部、『帆船クラブ』
の会長さんが支払ってくれたんだよ。
　最後に、私が山崎さんと初めて同窓会で知
り合った1974年５月、同窓会創立19年目の
総会の時の話になりました。二人共初めて幹
事に選ばれて、西も東も分からない状況でし
た。もう52年も前の事なんですね。当時、同
窓会の会計は赤字で、整肢療護園の小池園長
先生に、「会計が赤字なので、援助金を増額
して下さい！」なんて、とんでもないお願い
をして、快く認めて頂きました。山崎さんは
別に会計担当でもないのに、会費が未納の会
員の家を訪ねては、未納の会費を集めて来て
くれました。その話をしたら「向こうも、わ
ざわざ来てくれたんだからという事で、みん
な会費は払ってくれたけど、集める会費より
も交通費の方が高いんだからさ。笑っちゃう
よな」なんて言って、笑っていました。
　今から72年前、整肢療護園在園中の10歳
の時に、五味先生から「君は二十歳まで生き
られないかも知れないね」なんて言われたり
したけど、もう82歳だからな。先生の予想は

「ハズレ」だね。ただ、血圧が高いのがちょ
っと悩みで、上が200以上、下も90〜100。
でも、それでも、何とか生きているからよ。
　これからも八重ちゃんと二人、仲良く生き
て行きたいね。

（インタビュー・構成：恒石浩志）

真剣な眼差しで「模型」を制作している山崎さん。
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　2026年２月１日の日曜日12時半より、セン
ター本館３階大会議室で、６年振りの飲食あり
の『新春の集い』が開催されました。
　司会の佐々木さんからのご指名で、田村先生
に新年の御挨拶と乾杯の音頭をお願いする事
となりました。
　「皆様、本日は多少参加者が少ないですが、
少数精鋭という事で、新春の集いを楽しんで下
さい。では、皆様の御健勝と御多幸を祈念しま
して、乾杯！」。
　続きまして司会より、本日の会の説明があり
ました。「今回の新春の集いでは、参加者の皆
様の近況をお聞きする事を、メインのテーマと
します。マイクを回しますので、皆様の近況を
お話し下さい。皆様のお手元に『歌集』が置い
てあると思いますので、会の後半では、かつて
の『歌声喫茶ともしび』よろしく、大きな声で
懐かしい歌を唄いたいと思いますので、よろし
くお願いします！まずは、『まい泉』のお弁当
と飲み物等をお楽しみ下さい！」。
　ここで会場は「お食事タイム」となり、参加
者は目の前のお弁当と飲み物等を楽しみなが
ら、歓談のひと時に入ります。
　司会が「今回のお弁当は総会よりも軽めにし
ましたが、いかがでしょうか？」と話すと、す
かさず山崎さんから「全然足りないよー！」と
のクレームが入ります。（※編集者の『心の声』

をお伝えします。「卓ちゃん、私は今回のお弁
当で充分足りますが、次回からは、山崎さんだ
けには、特別に『ボリュームたっぷりのお弁
当』を準備した方が良いのではないかな？」）。
　ここで20分ほど遅れて、最後の参加者であ
る伊藤奈緒美さんが到着しました。遅れた理由
は、電車の時刻表が平日と休日で大きく変わっ
ていた為なのだとか（電車で同窓会に来られる
方は、注意したいものです）。司会兼会計の卓
ちゃん、いそいそと伊藤さんの近くに笑顔で近
寄り、「まずは、会費をお願いします」と一言。
伊藤さんは素直に支払っておられました。
　参加者の皆さんの飲食が落ち着いた所で、い
よいよ、本日のメインイベントである『皆さん
の、昨年からの近況をお話し下さい』のコーナ
ーが始まります。
　トップバッターは佐々木正子さん。「元気な
内にハワイへ行こう！電動車椅子でワイキキ
を走ろう！ ANAの2026年新春第一弾、ノジロ
ー・ツアー（写真右下）。日程は、２月15日か
ら19日までで、凄い豪華シート。ホテルは、ワ
イキキの『ロイヤルハワイアンリゾート』だそ
うです」。（代読：山崎八重子さん）
　参加者の皆さんが「ハワイ、凄いね！」と驚
く中、正子さんとハワイへ行く、佐々木卓司さ
んから『色々なお得？情報』が話されました。
中でも驚いたのが、ハワイへの日清食品のカッ

６年振りの、飲食ありの「新春の集い」を、
楽しみました ! !

「新春の集い2026」の参加者の皆さん。 「ANAツアー」のパンフレット。
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【１段目】 乾杯の音頭をとる田村惠一さん。田村和子さん。大小島健さん。村上満知子さん。村上祥子さん。倉持美智子さん。
【２段目】山崎裕康さん。山崎八重子さん。佐々木卓司さん。佐々木正子さん。岩井叡覧さん。田村惠一さん。
【３段目】岩井えり子さん。海野重幸さん。伊藤奈緒美さん。阿部栄子さん。佐々木さんイチオシの『まい泉』のお弁当。

プ麺『どん兵衛』の持ち込みが許されていると
いう事でした。国際的に「肉類」の持ち込みは
検査が非常に厳しく、例え「乾燥していても駄
目！」なのだとか。しかし『どん兵衛』には肉
類が一切含まれていないので、持ち込みが許可
されるのだとか（大変、勉強になりました）。
　倉持美智子さん「たまたまお稽古の日程と重
ならかったので、参加できました。今も、お弟
子さんへの手本を書いたり、展覧会への作品の
準備とか、毎日忙しく過ごしています」。
　村上祥子さん「私は浦安の方で小学校での

『車椅子体験』や『職業体験』を、ボランティ
アでやっています。仕事はまだ続けていて、小
学校での活動は平日なので、『時間給』で職場
を抜ける事が出来るので、有難いです。あと１
年位は働こうかな？と思っています」。
　村上満知子さん「もう何十年も前の事です
が、祥子と主人とハワイに行きました。その時
に驚いたのは、バスが停まるとリフトが自動で
出て来て、車椅子が乗れたのです。私は本当に
驚いてしまって、何で日本では出来んのじゃろ
うか？と感じた事を憶えています」。
　大小島健さん「昨年、半年間も入院していた
ら、車椅子の運転が下手になってしまいまし
た。ちょっとした段差なんか、以前は問題なく

越える事が出来ていたのに、とても下手になっ
てしまいました。『感覚』を忘れてしまったの
かも知れません」。
　田村和子さん「私も随分長く生きて来たな
あ、と感じています。この２年間、身の回りの
大事な人が亡くなってしまって、凄く落ち込ん
でしまいました。私は、『死ぬまで保母でいた
い！』と思っています。毎週土曜日に、障害が
ある人達の外出支援をお手伝いしています」。
　山崎裕康さん「毎日YouTubeで音楽などを聴
いています。YouTubeは面白いよね。面白かっ
たのは、アラスカからリヤカーに荷物を積ん
で、ずーっと歩いている男がいるの。リヤカー
にテントも積んでいて、町中だと、断ってテン
トを張らせて貰う。趣味が仕事になった人は幸
せだよね」。
　岩井叡覧さん「毎日食べて寝て、幸せに過ご
しています。歳を取るということは、それなり
に楽しいよね。義務感もなく、淡々と暮らして
います」。
　岩井えり子さん「ほぼ一日中、主人のお世話
をして、過ごしています。主人は最近、私にと
ても優しくて、怒る事なんてほとんどないの。
私もたまには怒る事があるんだけど、『ゴメン
ねー、そんなに怒らないでよー』なんて言うの
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で、そんな風に言われちゃうと怒れなくなっち
ゃうのよね。これからも、二人仲良く暮らして
いければいいなーと思っています」。
　佐々木卓司さん「認知症関係の資格を取得し
て、愛犬のメロンと一緒に、あちこちでお話
をしています。認知症の人に怒ったりすると、
認知症は益々進んでしまいます。決して怒らず
に優しくしてあげると、認知症は進みません。
奥さんの正子さんはどう思っているかは知り
ませんが、私は今、とっても楽しい毎日を過ご
しています」。
　伊藤奈緒美さん「最近、筋力も体力も衰えて
来ました。昨年10月６日に、夏の疲れと冷房
のつけ放しの影響で、お風呂の中で動けなくな
ってしまいました。娘達は旅行中で、スマホも
別の部屋にあるので使えず、３時間半も動けま
せんでした。お湯はドンドンぬるくなってしま
い、冷や汗も出てきました。『娘から預かって
いるハムスターに、ご飯をやらなくては！』と
の義務感で、思い切って立ち上がったら、奇跡
的に立つ事が出来ました。これはチャンスなの
かも知れない！と思い、思い切ってお風呂のリ
フォームを注文して、手摺などを付けてもらい
ましたので、これからは大丈夫です」。
　海野重行さん「自分は昨年、白内障の手術を
しましたので、今日は、とても明るく見えて
います。以前にも眼の手術を勧められて、手
術寸前までいきましたが、直前で断ってしま
いました。今回は、視力が0.2まで落ちてしま
い、『このままだと白内障だけでなく緑内障に
もなって、本当に眼が見えなくなってしまいま
すよ！』と脅かされて、手術をしました。正直
なところ、手術をして良かったです」。
　阿部栄子さん「９月の同窓会旅行は20人で
したね。今日は何人に会えるかな？と、楽しみ
にして来ました。20年前、60歳の頃は午前中
に何かやって、午後にも何かやっていました
が、今はもう駄目です。次の日はグッタリとし
てしまいます。歳を取るという事は、そういう
事なのかなー？と考えています」。
　田村惠一さん「基本的には、余り変化はあり
ません。対外的には、全国の社会福祉施設で構
成する、『日本社会福祉士会』という団体の広

報委員会で、雑誌を出しています。月に１回、
必ずリモート会議があります。それに関する研
修や、東京都の施設の関係等で、何やかんか、
それなりに動いています。私的には、今年こそ
は良い年にしたいなーと思っています」。
　恒石浩志さん「私は１歳11か月の時にポリ
オになり、右脚が不自由になりました。それ
から70年以上健康な左脚に負担を強いて来た

『ツケ』で、２年前、左脚がとても痛くなりまし
た。MRIを撮影したら左股関節が原因だと判明
して、半年の間に100回もリハビリに通って、
治りました。安心してゴルフに行っていたら、
昨年の12月にまた左脚が痛む様になり、病院
に行ったら、今度は『腰』が原因である事が判
明。たった２ccの注射を腰にしたら、僅か２分
間で左脚の痛みは全く消え、スムーズに歩けま
した。それからは投薬治療を続けています。正
直『魔法の注射』でした」。
　山崎八重子さん「父ちゃんがYouTubeで音楽
を聴き過ぎて、左耳が難聴になってしまって、
そうすると私が大きな声で話さないといけな
くなります。ストレスが溜まるのは嫌なので、

『補聴器を付けてよ！』と頼んだの。１年程前
に外国のフィリップス社製の60万円の補聴器
を買ってからは調子が良くて、私のストレスも
溜まりません。私も視力が落ちて来て眼科に行
ったら、保険適用だと単焦点のレンズだけど、
自費診療だと両眼で60万円掛かるけど多焦点
のレンズです、と言われました。私は車の運転
もあるので、『将来への投資』だと思って奮発
しました」。
　皆さんの近況を全てお聞きしたところで、時
間は午後３時になりました。ここで『歌声喫茶
同窓会』の開店です！
　参加者のみんなで、大きな声で唄った歌は、
以下の通りです。
　「学生時代」、「切手の無い贈り物」、「遠い世
界に」、「カチューシャ」、「若者たち」、「琵琶湖
就航の歌」。
　最後に「全員の集合写真」を撮影して、楽し
い「新春の集い2026」は終了となりました。来
年は、今回は参加出来なかった「あなた」も、
是非ご参加くださいネ。（恒石記）
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幹事会議事録
2025年７月期定例幹事会議事録
　日　時　2025年７月29日（火） 13時〜16時
30分

　出席者　岩井さとみ、（岩井えり子）、大小島
健、田村恵一、恒石浩志、佐々木卓司、山本雅
常。

　「ばんび小屋だより」の発送作業を行い、そ
の後、定例幹事会を開催。

議題１　副会長の選任について

　2025年３月14日に逝去された谷内副会長
の公認として、大小島健さんを推薦し、本人の
承諾を受けたため、新しい副会長を、大小島健
さんに決定しました。

議題２　来年の「新春の集い」について

　事務局長の佐々木から、2026年２月１日の
日曜日に、本館３階の会議室で行うことが提案
され、承認されました。

　センターに佐々木から打診した上での決定
となります。

議題３　来年の総会日程について

　田村先生から、OBクラブの総会が、2026年
６月21日に行われる事が報告されました。そ
こで、同総会も６月21日に行うことで承認さ
れました。

　佐々木からセンターに打診した上での決定
となります。

風のたより
訃　報
　吉田春美さん（賛助会員）　2025年３月19日に心不全の為、永眠されました。謹んで御冥
福をお祈り致します（享年92）。
　山口義雄さん（正会員）　2025年11月12日に肺癌の為、永眠されました。謹んで御冥福を
お祈り致します（享年74）。
転居情報
　島田幾代子さん（正会員）　〒110-0012　台東区竜泉2-10-8　台東区立特別養護老人ホー
ム竜泉内、携帯：090-7004-5522。

大活躍でしたね
青柳勝久さん、ひろこさん（横浜市）

　会報134号のご送付、ありがとうございま
す。早速、『東京の旅』を読ませてもらいまし
た。大活躍でしたね。倉持様の文面も読ませて
もらい、厳しい生活の中で明るく歩まれている
のが、強く心に刻まれます。
　どうぞ新しい年に向けて、皆様のご健康とご
多幸を祈ります。感謝
父・吉田春美は亡くなりました

吉田　剛さん（和光市）
　整肢療護園同窓会　佐々木卓司様

皆さんの『お便り』から
　初めまして。貴同窓会の会員・吉田春美、吉
田まさ子の息子の、吉田剛と申します。この度
は両親宛に同窓会誌をご送付いただき、誠にあ
りがとうございます。一点ご報告させていただ
きたく、メールいたします。
　父の吉田春美が、2025年３月19日に、心不
全により亡くなりました（享年92）。
　つきましては、誠にお手数ですが、父・春美
を名簿より外していただけたらと思います。同
じく、恐らく会員だと思われる母は少し認知度
が落ちておりますが、元気でおります。
　また、会費の支払いにつきましても、もし未
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払い等ございましたら、本メールまでご連絡い
ただけましたら幸いです。吉田春美、まさ子
の登録住所は以下となります（埼玉県和光市
1-24-5）。
　父は整肢療護園の教員として勤務しており、
母（まさ子）も看護師として働いており、私自
身も、小学生の頃に整肢療護園に遊びに行った
記憶があります。
　貴同窓会が末永く続きます事、お祈り申しあ
げます。
兄・山口義雄が亡くなりました

山口義雄さんの妹さん（相模原市）
　兄・山口義雄は、2025年11月12日に、肺癌
の為に亡くなりました。今までお世話になりま
した事を、深く御礼申し上げます。
　兄は、小学校１年生、２年生と、長い入園生
活に身を置く事になった子供時代でございま
した。
　「自分は長くは生きられない」と、結婚はし
ませんでした。通産省に入省し、定年まで勤め
上げ、74歳で亡くなりました。
　生前兄は、「整肢療護園入園中には、沢山の
看護婦さんにお世話になった」と、懐かしげに
話しておりました（妹）。
雪が降りません様に

伊藤奈緒美さん（川崎市）
　「新春の集い」、２月１日なら参加可能です。
雪の場合は無理かと。
　よろしくお願いいたします。
同窓会に参加して知り合えた皆様に感謝

村上満知子さん、祥子さん（江東区）
　同窓会に参加して知り合えた先輩方や先生
方、お会いする時はいつも穏やかで、楽しい事
だけです。そんな方々の寄稿を読むにつけ、皆
さんの努力と熱情が、今の私達の良い環境を作
って行ったのだなと思います。毎号毎号、読み
ごたえのある文章で、感動します。ありがとう
ございます。
　新年会は、母と参加します。段々と食事出来
る会合が増えて嬉しいですが、最近飲める量が
減って、淋しいです。でも、皆さんと会えるの
が楽しみです。よろしくお願いします。（しょ
うこ）

会報をいつもありがとう
内田二三子さん（新座市）

　「ばんび小屋だより」、いつもありがとうござ
います。
腰痛が辛いので

須田和夫さん（入間市）
　腰痛が辛いので、欠席させて下さい。
会報を楽しみに読んでいます

青木藤夫さん（足立区）
　会報は、いつもの様に、これからもどんどん
送って下さい。
　「新春の集い」にも行きたいのですが、体が
キツくてあちこち痛くて。
　行けなくて済みません。
　皆さんに会えない代わりに、会報を楽しみに
読んでいます。
　今年もよろしくお願いします。
皆様、お元気で

丸山　博さん（松戸市）
　皆様の御健康をお祈りします。

「癌」と戦っております
堀江洋子さん（川崎市）

　「ばんび小屋だより」をありがとうございま
す。皆様の楽しい笑顔の「同窓会旅行」の記事
で、沢山の素敵なお土産を頂いた思いで、幸せ
です。
　私は２回目の癌治療（１回目は抗癌剤、２回
目は放射線治療）が終わった所で、結果を聞く
のが１月31日だそうで、何で？そんなに日数
が掛かるのか？不思議ですが、そんな訳で、体
に無理の効かない状態です。
　申し訳ございません。
　元日で85歳になります。皆様良いお年を、と
祈ります。
　倉持様、青柳先生のお話はとても興味深く、
感動して拝読致しました。「肢体不自由学級」
を我が娘（静）の為に開設してもらった頃（三
鷹市）の事など、懐かしい想いも致しました。
　ありがとうございます。
　随分と時代が変わりました、の想いも……。
会報をありがとう

奥山晶子さん（苫小牧市）
　会報をありがとうございました。
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新しい「同窓会会員」をご紹介ください！
　整肢療護園同窓会には「正会員」と「賛助会員」の２種類の「会員制度」（年会費は共に
2,000円）があります。正会員は整肢療護園退園者、賛助会員は退園者以外で、同窓会の活
動に関心を持たれたり、理解を示して下さる方ならば、どなたでも入会できます。
　あなたの周囲に、まだ整肢療護園同窓会を知らない、会員となっておられない整肢療護園
退園者、整肢療護園元職員、同窓会の活動に関心を持たれたり、理解を示してくださる方は
おられませんか？もしもおられましたら、「同窓会事務局」までご一報ください。
　ご連絡・お問い合わせは、事務局及び会計・佐々木卓司までお願い致します。
　　〒261-0013　千葉県千葉市美浜区打瀬1-2-3　セントラルパークウエストB-403
　　携帯電話　080-3343-9765、　自宅電話　043-272-4100（Fax兼用）
　　電子メールアドレス　stakumaco2016@yahoo.co.jp　

「同窓会会費」の振込み口座について
　同窓会会費は、「正会員」、「賛助会員」共に年間2,000円、振込み口座は以下の通りです。
▽郵便振替口座　名称：整肢療護園同窓会　郵便振替口座番号：00160−7−8438
▽銀行口座　名称：整肢療護園同窓会　三菱UFJ銀行　三田支店　普通預金：1039229
　三菱UFJ銀行の「ネットバンキング」や郵貯銀行の「郵貯ダイレクト」による送金も可能
です。最も便利な点は、「24時間、365日、パソコンやスマートフォンを使って、ご自宅で
振込みをする事が可能な事」です。しかも、振込み手数料は、月に５回まで無料です。

正会員・賛助会員の皆様への「大切なお願い」
　整肢療護園同窓会の運営（会報の発行、活動）は、「会員の皆様からの会費」によって支
えられております。どうか健全な会の運営のため、会費の納入にご協力ください。
　どうぞよろしくお願い致します！

編　集　後　記
　『ばんび小屋だより』135号をお届けします。今号の記事の内容は、いかがだったでしょう
か？事務局のメールアドレスは stakumaco2016@yahoo.co.jp ですので、パソコンやスマホで
メールをやられている皆様は、是非とも『お便りメール』や『会報の記事に対する感想メール』
の送信をお願いします。皆様の投稿がありませんと、会報は発行出来ませんので。
　今回もご寄稿頂いた皆様のお陰を持ちまして、何とか無事に、会報『ばんび小屋だより』を
発行する事が出来ました。毎号毎号、正に「サーカスの『綱渡り』の様な編集作業」で、会報
を発行する事が出来ております。これからも会報を発行する為には、皆様からのご寄稿が必須
ですので、原稿依頼の連絡がありましたら、ご快諾下さいます様にお願い致します。
　これからも、『整肢療護園同窓会』および会報『ばんび小屋だより』を、末永くご支援・お
見守りくださいますように、お願いいたします！　　　　　　　　　　　（情宣部・恒石浩志）


